
◎高専制度の創設：１９６２年

(小山高専は１９６５年設置)（創立して５５年間）

◎全国の高専

(５１校５５キャンパス)

高専ってどんなところ？

◎高専の特徴

「５年間一貫した技術者教育」＋専攻科

博士号を持つ教員による「きめ細かい専門教育」

実験実習を重視（創造的・実践的技術者の育成）

ロボコン等の技術コンテスト（学生交流）

就職（求人倍率：約２５倍、内定率：１００％）に有利

進学（国立大学３年に編入可能）に有利

進学希望１００人中、約７０人が国立大学３年に進学！

（塾に通わないで国立大学へ）

（進学先：東工大、筑波大、東北大、東京農工大、宇都宮大

群馬大、茨城大、千葉大、長岡技大など）

ここまで多くの学生が国立大学に合格する高校は、ほとんどない。
（全員、理系に進学：工学部、理学部、農学部など）



高専のしくみ

大学
４年
↑
高校
３年

専攻科２年
《学士(工学)》

↑
高専本科５年
《準学士》

有名大学進学と

有名企業就職

を選べる学校



田中 准教授

専門：化学工学（生物系）、環境工学

化学工学・環境工学

微生物などを用いた環境適応型の
新しい処理技術の開発

加島 講師

専門：生物化学工学、分離工学

生体高分子の新規用途開発と
安全性の高い分離プロセスの構築

物質工学科
2020

亀山 教授

専門：有機合成化学

飯島 教授

専門：高分子化学、機能性有機材料

上田 教授

専門：酵素工学、応用微生物学

微生物や酵素を用いたバイオプロセスの
開発や環境および健康に貢献する研究

武 教授

専門：金属化学、無機化学

川越 准教授

専門：無機化学、セラミックス工学
生体材料工学

笹沼 教授

専門：生物化学、分子生物学

新しいバイオテクノロジーの開発
植物の病気などを遺伝子的な見地から解明

生物化学・酵素・微生物 有機化学・高分子化学

無機化学・金属化学・
セラミックス工学・電気化学

西井 准教授

専門：有機金属化学

有機金属化合物を用いる
有機化合物の新しい合成法の開発

新規高分子化合物の合成法確立、
生体機能性材料の開発

有機金属錯体触媒の合成
有機金属錯体触媒を用いた新材料開発

無機生体被覆材の開発
材料の耐食性評価、寿命予測

バイオセラミックスの開発と再生医学への応用

高屋 准教授

専門：培養工学、微生物工学
微生物を用いた有用物質生産の効率化
微生物の生産する新規有用物質の検索

渥美 准教授

専門：固体化学

酒井 准教授

専門：界面化学、分光学、物理化学

物理化学

新しい界面・表面構造評価法の開発
新しいセラミックス材料の開発と評価

実験補助

出川 技術職員

担当：化学基礎実験、分析化学実験



5年間または7年間で
一貫した化学教育を行う

独立行政法人 国立高等専門学校機構

小山工業高等専門学校 物質工学科



学位について

大学 卒業（学士）

大学院修士課程 修了
（修士：マスター）

大学院博士課程 修了
（博士：ドクター）

２２才

２４才

２７才

学位によって、仕事内容や給料が変わる！

理工系・文系：共通

博士論文

修士論文

卒業論文

大学進学率は、
約５０％

大学院（修士）進学率は、
約２０～４０％（理系）

大学院（博士）進学率は、
約５〜１０％（理系）

理工系学生全体で数％程度

卒業生の数は、最も多いが
就職活動は、競争率が高い。

就職できる職種の幅は最も広い

理工系学生で、
「研究」「開発」を目指す人の
ほとんどが修士である。

一定の成果を出し、
論文が認められると
学位が取得できる。
研究開発職として

世界で仕事ができる。

２０才 高専
卒業（準学士） １８才 高校



理系の大学を卒業するとどんな職業があるの？（一般的な例）

製造業
（メーカー）

医師
歯科医師
獣医師
薬剤師

情報
サービス
関係

システム
エンジニア

（ＳＥ）

プログラマー

教員

化学製品
化粧品
自動車
家電
食品
住宅

小中学校
高校
高専
大学

市役所
県庁・都庁

省庁
研究所

公務員
医療関係

理系の大部分が、メーカーの技術者になることが多い。

公務員試験あり
国家試験あり

旭化成、トヨタ、
資生堂、味の素など

教員試験あり

高専・大学は
博士必要

一部、資格試験あり



技術系職種の内容と求められる技能（化学系企業の例）

研究

開発

分析
（品質管理）

製造技術・生産管理
製品を安定供給できるように技術を
改善し、生産状況の管理も行う。

基礎）新しい研究・技術の探索
応用）結果をもとに製品化などを検討

クレーム・ニーズ等から製品の問題点を
把握し、改良した新製品を作る。

製品を一定の水準に保つため
科学的な品質の検査・分析を行う。

探究心、調査能力、計画性、行動力、責任感、
発表能力、英語能力、プラス思考、協調性など

調査能力、計画性、責任感、集中力、
協調性、粘り強いなど

調査能力、計画性、行動力、発表能力、
協調性、会話力など

調査能力、判断能力、責任感、
行動力、協調性など

共通して重要な人間性や技能

責任感、調査能力、協調性、計画性など

専門知識だけではなく、人間性向上が重要！

（常に仕事をイメージしよう）



理系を目指すみなさんへ

理系は、ただ理科が好き、だけではいけません。

調査能力・・・・インターネット検索、英語文献翻訳、特許調査など
発表能力・・・・パソコンによる発表資料作成能力

口頭発表、ポスター発表など
資料作成能力・・・・日本語、英語による報告書（レポート）作成能力
人間関係構築術・・・・チームとして研究をするので、会話能力なども重要
基礎体力・・・・実験・研究にも体力・忍耐力が必要

今、得意でなくても 好きであれば大丈夫です！

好きであれば、興味が持続でき、その後、経験により得意になります



理系か文系か？
〇好きな科目で選択

・・・・得意（点数が取れる）より好きを優先！
〇将来の職業で選択

理系）研究開発職、技術職、医療、理系科目の教員など
・・・・地味に見えるが重要で堅実な職

文系）営業職、企画職、弁護士、会計士、裁判官、
文系科目の教員など

・・・・人前に出て、目立つ職業や自立できる職なども多い。
〇自身の性格から選ぶ

好きであれば、興味が持続でき、その後、経験により得意になります。
文系でも管理職になると理系の知識が必要になり、
理系でも文系の知識（文章力、英語力など）が必要になります。



自分の生き方を考えてみよう（夢を描いてみよう）
小学

中学

高校・高専

研究室
（研究分野）

会社など

夢の実現へ

大学 大学院

インターンシップ

海外短期留学

基
礎
知
識

専
門
知
識

一
般
常
識

自
己
P
R
ポ
イ
ン
ト

方向性が一致していること
がより望ましい

学生のときにしか
できない経験が多い

自己分析

自信

「できない」と
諦める前に

まずは、何でも
経験してみよう！

経験
課外活動、クラス内活動
学校イベント、留学
ボランティア活動

趣味、コンテストなど

学校は、人生の
「通過点」に
すぎない！
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アピールポイント

入学時の偏差値は６０程度が平均的であるが、
卒業時の進路実績や就職先も考えると

偏差値７０以上の高校と同じくらいになっている。

入学後も興味を持続させて、個々の能力を向上させる学校です。
学費も安く、コストパフォーマンスが高い！

是非、進学先の候補に考えてみてください！

★ 理科や実験が好きな人
★ 研究開発職・技術職に就きたい人
★ ５年間、学校生活を楽しみたい人
★ 大学進学と就職をまだ決めたくない人
★ 地域企業で自分の知識や技術を活かしたい人






*













小山高専と県立高校の違いは？
興味を持っている科学技術、自然科学を早い段階（１５歳）から徹底的に

勉強し、知識・技能共に向上させて、好きなことを仕事にできる即戦力を

身につける。 興味を力に！
共通点

相違点

・高校３年間の教科（高校と同じ）を勉強する。
・課外活動がある（部活動・委員会）
・球技大会や学校祭がある。
・男女共学（男子：７割＋女子３割程度）

・大学生と同じように、生徒でなく「学生」と呼ぶ。
・大学受験がないため、５年間の学校生活を楽しめる。
・大学の専門教科を勉強する（高学年）。
・体験型の実験・実習授業が多い。
・私服通学
・アルバイト、バイク、車など自由（自己責任）
・卒業研究があり、１年間専門分野の研究を個々で行う。
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